
第16回
公益社団法人 日本鍼灸師会 全国大会 in東京

シンポジウム②

（公社）東京都鍼灸師会 ヘルスケア鍼灸師委員会

「健康経営実践企業における鍼灸
ケアについて」



はじめに
現在の⽇本は、昨年からの新型コロナウイルスによる経済の低迷
及び感染拡⼤を抑制しつつオリンピック・パラリンピックの開催を
成し遂げました。今後は以前のような活⼒ある⽇本経済を取り戻す
ことが課題になります。



東京都鍼灸師会 ヘルスケア鍼灸師委員会に関して

１ . 委員会の発足

２ . 発足の背景（今後日本の抱える課題に対して）

３ . 委員会の目的

４ . ヘルスケア鍼灸委員会の活動



1. 委員会の発足

☆ヘルスケア鍼灸委員会は、武内副会長・川井理事を中心に5名で3年前の2018年に発足致しました。
現在は、メンバーの入れ替えもあり 武内副会長・川井委員長・竹内副委員長・小口委員・古瀬委員・
五十嵐委員の6名で活動を行っております。

2. 発足の背景（今後日本の抱える課題に対して）

①社会の高齢化率が急速に高まる中、社会保障費の拡大が財政を圧迫する要因となるとともに、労働力

の減少 に伴う経済活動の停滞が懸念される。

②今後日本では少子高齢化により益々社会保障給付費の増加、医療給付費の増加、介護給付費の増
加が見込まれる。

③生活習慣病関連のほか、老化に伴う疾患、精神・神経の疾患の占める割合が高くなる。

上記の問題は、東洋医学（鍼灸）の施術を用いて貢献できると考えております。



３． 委員会の目的

☆当委員会では我々鍼灸師が鍼灸を用いて社会に対し何を貢献できるかを考えております、特に東洋医学を
用いて何が出来るか？ 鍼灸師は機械を使わず人間の身体を診ます、そして身体が発している信号を診

ることが出来、その信号はまだ発病する前、即ち自覚症状がない状態を知ることが出来ます。この技術を
用いて、以下の二点を中心に活動していくことを決めました。

① 超高齢化社会における健康年齢の向上

② プレゼンティ-ズム（PRESENTEEISM）による社会損失を防ぐ



① 超高齢化社会における健康年齢の向上

☆日本は世界でも有数の長寿国で
す、平均寿命は向上しておりますが
健康寿命は平均寿命に追い付いて
いないのが現状です。



１．メンテナンスで健康
維持

２．未病治療でフレイル
から健康へ

３．要支援・要介護年齢
を遅らせる

鍼灸治療が出来ること



② プレゼンティ-ズム（PRESENTEEISM）による社会損失を防ぐ

☆プレゼンティ-ズムとは、出
勤していながらも、 体調不
良やメンタルヘルス不調など
（未病）が 原因で、従業員の
パフォーマンスが低下してい
る状態を指します。



従業員のパフォーマンスが低下する症状（未病）

鍼灸
治療で
解消

パフォーマンス向上



4. ヘルスケア鍼灸委員会の活動

① ヘルスケア鍼灸師の宣伝チラシ作成及び配布

② 異業種交流会にて説明

③ リモート講座（出前講座）の製作及び実施

④ 企業及び団体に出向きヘルスケア鍼灸師の講演

⑤ 委員会組織の構築



① ヘルスケア鍼灸師の宣伝チラシ作成及び配布 ② 異業種交流会にて説明

2020年1月28日 撮影



③ リモート講座（出前講座）の製作及び実施 ④ 企業及び団体に出向きヘルスケア鍼灸師の講演

2019年9月10日 撮影

2021年6月24日 撮影



⑤ 委員会組織の構築 （企業・団体と治療院を連携） 予定

企業 企業 企業 団体 団体

（公社）東京都鍼灸師会

治療院 治療院 治療院 治療院 治療院 治療院

協⼒会員 募集

会員 募集

企業・団体に対して出前
施術の実施（予定）

企業・団体に対して鍼灸
治療院を紹介

ヘルスケア鍼灸師（治療院）の標準化を⽬的とした講習会



ご清聴頂きありがとうございました

（公社）東京都鍼灸師会
ヘルスケア鍼灸師委員会


